
平成 26年度 解析学A 期末試験問題 2014年 8月 5日 (火)実施

1. 関数 f(x, y) =
xy3

x2 − y
において，lim

h→0

f(1, 2 + h)− f(1, 2)

h
の値を求めよ．

2. 関数 f(x, y) =


xy√
x2 + y2

, (x, y) ̸= (0, 0)

0, (x, y) = (0, 0)
において，(0, 0) で連続であるか否か

判定せよ．

3. 関数 f(x, y) = x2 log |x− 2y| において，

(a) 定義域を求め，xy平面に図示せよ．

(b) (x0, y0) = (1, 2) において全微分可能であることを示せ．

(c) (1, 2, f(1, 2)) における接平面の方程式を求めよ．

4. 関数 f(x, y) =


xy(x2 − y2)

x2 + y2
, (x, y) ̸= (0, 0)

0, (x, y) = (0, 0)

において，

(a) (0, 0) における全微分可能性を調べよ．

(b) fxy(0, 0) = fyx(0, 0) が成立するか調べよ．

5. 点 (x0, y0)におけるベクトルu = (α, β), |u| = 1, の方向の方向微分係数を f ′
u(x0, y0)

とかく．

(a) f ′
u(x0, y0) の定義をかけ．

(b) f ′
u(x0, y0) = αfx(x0, y0) + βfy(x0, y0) を導け．




